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平成１９年９月２１日  

 

坂東市長 石塚 仁太郎 様 

 

坂東市補助金等検討委員会   

委 員 長 大澤 義明  

職務代理 野口 次男  

委  員 石塚 陽子  

委  員 伊東 明彦  

委  員 遠藤 裕子  

委  員 坂巻 喜好  

 

補助金等の見直しに関する中間提言について（案） 

 

 坂東市補助金等検討委員会は、平成１９年３月２２日、坂東市長から補助金等の在

り方を抜本的に見直すため、その「基本的な在り方」、「現況と問題点」等について検

討し、その結果を報告するよう要請を受けました。 

 委員６人により、７回にわたり検討を重ね、その結果をとりまとめましたので、こ

こに提言書を提出いたします。 

 本中間提言書は、補助金等の交付についての基本的な考え方を示すとともに、その

考え方に基づき、行政とは異なる第三者の立場から、平成１８年度交付の補助金等に

ついて審査した結果を意見として述べたものです。 

 今後、貴殿が取り組んでいる行政改革の推進に際し、本委員会の意見が可能な限り

反映され、新たな補助金交付制度が創設されることを切に要望します。 
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１１１１    検討検討検討検討経過経過経過経過    

 本委員会は、補助金等の見直しが財政の健全化に資するということだけではなく、

補助金を申請する側と支出する側の双方が公金（税金）を原資とする補助金に対する

意識改革、補助対象事業の必要性や有効性を市民に分かりやすく説明する責任、支出

過程の透明性の強化等、補助事業の適切な執行を確保することを念頭に置き、平成  

１９年３月２２日から平成１９年９月２１日までの期間において、延べ７回にわたり

会議を開催し検討を進めてきた。なお、６人の委員はすべて市外在住者であり、坂東

市を外側から見るという視点での評価を試みた。 

 

 開催日 議事（検討）内容 場所 

1 

H19.3.22 (1)委員長及び職務代理者の選出について 

(2)補助金等の見直し状況について 

(3)補助金等検討委員会の概要について 

岩井庁舎 

2 

H19.5.22 (1)平成 18 年度補助金等概要調査について 

(2)平成 18 年度補助金等の検証（評価）方法について 

(3)平成 19 年度以降の補助金等の検討（審査）方法につい

て 

岩井庁舎 

3 

H19.7.23 (1)第 1 回会議の議事内容について 

(2)平成 18 年度補助金等概要調査結果について 

(3)坂東市補助金等交付基準（案）について 

(4)坂東市補助金等検討委員会審査基準（案）について 

(5)坂東市補助金等検討委員会チェックシート（案）につ

いて 

岩井庁舎 

4 

H19.8.17 (1)第 2 回会議の議事内容について 

(2)坂東市補助金等交付基準（案）について 

(3)坂東市補助金等検討委員会審査基準（案）について 

(4)坂東市補助金等検討委員会チェックシート（案）につ

いて 

(5)審査対象補助金の選定について 

(6)個別補助金等の審査 

岩井庁舎 

5 H19.8.24 (1)個別補助金等の審査 猿島庁舎 

6 

H19.9.4 (1)第 3 回会議の議事内容について 

(2)評価点数について 

(3)補助金等の見直しに関する中間提言（素案）について 

岩井庁舎 

7 

H19.9.21 (1)第 4 回会議の議事内容について 

(2)第 5 回会議の議事内容について 

(3)補助金等の見直しに関する中間提言（案）について 

岩井庁舎 
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２２２２    補助金交付及補助金交付及補助金交付及補助金交付及びびびび審査審査審査審査・・・・評価方法評価方法評価方法評価方法のののの構築構築構築構築    

 補助金等の透明性と公正性を高め、適切で効果的な運用を図ることを目的に「坂東

市補助金等交付基準」（別紙１）を策定した。また、補助金等検討委員会における審査

判定方法を具体化するため「坂東市補助金等検討委員会審査基準」（別紙２）を作成し

た。さらに、実際の審査実施にあたっては、１２項目からなる「坂東市補助金等検討

委員会チェックシート」（別紙３）にて数値化（合計で２１６点満点）し、交付事業を

評価することにした。 

    

３３３３    審査審査審査審査・・・・評価評価評価評価のののの内容内容内容内容    

少子高齢社会を迎え新しい行政需要が発生し、住民の考え方やニーズも多様化している。 

また、地域間競争により政策の重点展開も必要である。そのためにも、市支出全般の例

外なき整理合理化を図り、財政の健全化に努めることが急務である。その一環として、補

助金等の整理合理化が坂東市集中改革プラン（平成１７年度～２１年度）などで要請され

ている。近隣市（古河市、常総市、下妻市、守谷市）と比較しても、「歳出に占める補助金

総額の割合」、「補助件数」、「市民一人あたりの補助金額」が突出している。このような時

局や実態を鑑み、助成対象事業をより限定する必要がある。 

 

３３３３－－－－１１１１    平成平成平成平成１８１８１８１８年度交付年度交付年度交付年度交付補助金補助金補助金補助金等等等等のののの評価評価評価評価    

 本年度は、８月１７日及び２４日の２日間で、昨年度支出された一般会計及び特

別会計の補助金等２３６件のうち、条例（規則）に基づくもの、上位制度に基づく

もの、債務負担行為に基づくもの、市の財源を伴わないもの、平成１８年度をもっ

て終了及び廃止されるものを除いた、主に市単独補助金１７４件について評価する

こととした。書面審査及びヒアリング審査を実施し、個々の補助金及び補助金交付

制度の全体について評価を行った。詳細については別紙４を参照されたい。 

なお、客観的な判断が可能と思われる評価項目については、担当事務局が評価を

行うこととした。また、会計の透明性確保に問題を残す事業や、補助効果を適格に

説明できない事業については、「使途や効果が不明瞭な事業に対し、公金の支払義務

は無い」という前提から審査対象外とすることを確認した。 
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区分 提言内容 審査対象額 
件 数 

構成率 
削減額 

Ａランク 
継続すべき補助金であり、補助

水準を据え置くべきである。 
114,440,408 円 

１４件 

８％ 
 

Ｂランク 

補助水準を平成１８年度基準で

８０％とすべきである。 

（216 点＊0.7＝151.2 点未満） 

246,796,295 円 
９１件 

５２％ 
4,936 万円 

Ｃランク 

補助水準を平成１８年度基準で

７０％とすべきである。 

（216 点＊0.5＝108 点未満） 

28,198,945 円 
３５件 

２０％ 
846 万円 

Ｄランク 
廃止すべきである。 

（216 点＊0.4＝86.4 点未満） 
20,216,900 円 

３４件 

２０％ 
2,022 万円 

計 409,652,548 円 
１７４件 

１００％ 
7,804 万円 

※この審査結果から、約７，８００万円の削減となり、審査対象１７４件を基準にすると

１９．０％の削減率となる。 

※各補助事業でＢ及びＣランクと位置付けられた事業は、どのような点を改善すべきか補

助団体関係者は各所管課の担当者とともに検討し、改善する必要がある。 

 

３３３３－－－－２２２２    補助金交付制度補助金交付制度補助金交付制度補助金交付制度のののの提案提案提案提案    

補助金交付制度に関しては問題も多く、大幅な見直しが必要であると痛感した。以下

の提案をしたい。 

（１）透明性の確保：「具体的な効果や使途を書類で検証できない事業には補助しない」を

徹底させるべきである。 

・補助対象事業に関して、すべての領収書のコピーの提出を義務付ける。 

・提出書類（坂東市補助金等交付規則に定める、補助金等交付申請書（様式第１号）、

事業計画変更申請書（様式第３号）、実績報告書（様式第５号）、別に定める関係書類）、

事業報告書、収支決算書、領収書のコピー、活動を示す資料、（パンフレット、広報紙、

HP など）を所管課が一括保管する。 

・補助金執行後の事後確認を強化するためにも、実績報告書をホームページで公開する。 

・迂回補助を撤廃する。 

（２）責任体制の確立：責任の所在を明確にすべきである。 

・市本来の事業については、委託料として支払うべきである。 

・交付要綱を定め、目的、内容、効果の検証方法、終期を定めるべきである。 
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・各所管課及び補助団体において補助金担当責任者を配置するなどし、執行内容は勿論、

活動内容に関しても応答責任を明確にする。 

・禁止する使途を明文化する。 

・補助金の使途については、「事業費」と「団体運営費」とを峻別し、原則として「事

業費」のみに補助すべきである。 

・補助事業の収支予算書及び収支決算書において、市補助金の充当先が明確になるよう

に、「市補助金充当額」の欄を設けて記載すべきである。 

・補助団体は、発生する事務処理についても責任をもって終期まで行うべきものであ  

り、市職員が補助団体に代わって作成するものではない。独立した事務局の無い団体に

は補助しない。 

（３）行政の効率化：行政改革の一環であることを認識すべきである。 

・同種補助事業、類似補助事業は統合整理する。特に、岩井と猿島に同種補助団体があ

り、統合しない場合には原則として補助しない。 

・繰越金が補助額を超える場合には、補助しない。 

・競争的資金制度を活用できるような環境（補助団体への周知等）を整備する。 

（４）適時性の確保：坂東市総合計画に掲げる将来像である、「人と自然がおりなす 活力・

安心・協働に満ちた坂東市」を実現するために、新たな事業への補助を検討すべきであ

る。 

・新たな補助事業創出に向けて、どのようなシステムを構築していくか検討すべきであ

る。 

・市民と行政との協働を前提に、終期を定めた公募補助金制度の導入を検討する。 

（５）評価制度の確立：各交付事業を評価する姿勢が必要である。 

 ・第三者機関による補助事業の評価制度を本格的に整備する。 

 ・各所管課による評価制度を導入する。 

 

４４４４    付言付言付言付言：：：：検討過程検討過程検討過程検討過程においてのにおいてのにおいてのにおいての意見意見意見意見    

（１）補助金充当先の不透明性 

・内訳を項目ごとに一括して「事業費」、「会議費」として計上し、しかも領収書が提出

されていない場合、補助金の使途が不明瞭であり、支出が適切かどうか判断できない。 
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・支出報告の記述に矛盾がある事業がある。 

・迂回補助の場合、補助金の使途が追求できない。 

（２）所管課の対応 

・活動内容を十分に理解していない所管課がある。所管課としての管轄責任を果たして

いるとは思えない。 

・活動効果を費用対効果の視点からほとんど検証していない。 

・領収書添付を再三要請したにもかかわらず、提出されていない事業が多い。また、補

助団体へ領収書提出を求めていない所管課すらあり残念であった。 

（３）支出内容の妥当性・必要性 

・実績報告書において、事業内容についての記載内容が不十分であり、活動内容、具

体的な効果が理解できないものが多数見受けられる。 

・本来の活動に不要だと思われる食糧費、会議費、懇親会、演芸鑑賞への支出が目立つ。 

・活動経費と無関係な慶弔費支出も多い。 

・慰労的色彩の強い宿泊研修への支出も多い。 

・領収書の宛名と補助団体名とが合致していない支出があった。 

 ・他団体へ迂回補助をしている団体がある。また、迂回補助を受けた団体の中には市か

ら直接補助を受けている団体もあり、補助金の二重支給が生じている。 

（４）交付の妥当性 

・「コミュニティ活動」や「伝統的行事」への補助が多く、「人情」、「賑い」、「独自性」

が感じられる点では評価したい。ただし、すでに目的を達成している事業、あるいは

時勢に遅れた事業が散見される。行うべき補助の必要性の検証や評価もおろそかな

まま支出され、前例にならって、受け取る側は権利として受給している、といった

状況である。 

・時代性、創造性、新規性に優れた事業が少ない。 

・ＮＰＯ活動へ支援すべきである。 

・繰越金が補助額を超えている事業がある。 

・市町村合併した観点から、岩井、猿島各々に同種補助団体が存在していることは効果

的ではない。また、特定の地域に特化した事業が見受けられ、公平性から問題がある。 

・類似補助事業が散見され、運用面でも管理面でも非効率である。 
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・「バラマキ」という懸念を払拭するためにも、「選択と集中」により、「メリハリ」を

つけた補助活動が必要である。 

（５）終期の設定 

 ・現時点の社会経済情勢に合致していないのも、補助当初の目的が既に達成されたと思

われるものへの補助が多く見受けられ、「延々と続いている」という印象であり、「終期」

を設定すべきである。 

    

５５５５    おわりにおわりにおわりにおわりに    

    「コミュニティ活動」や「伝統的行事」への活動は尊重したいが、逆に補助金を漫然と

継続的に支出してきたという印象も受けた。適時性、着眼点、創造性、先見性に優れた

事業が少ない。また、事業の統廃合の合理的根拠を与えるためにも、透明性をより一層確

保しなければならない。 

補助金交付制度の見直しにあたっては、補助金は市民の税金であるという共通認識

が前提である。団体等においては、補助金をより効果的に使うこと、市では職員の意

識改革を図ること、そして、市の総合計画と整合する、時勢と合致した新規事業を応

援するような新たな制度設計（例えば公募性）が必要であること、これらを指摘した

い。 

市長の強力なリーダーシップを期待して、本委員会の提言の結びとする。 
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坂東市補助金等交付基準 

 

坂東市補助金等交付規則の規定を補完し、透明性と公正性を高め、適正で効果的な運用

を図るため、事業の効果、団体等の適格性、終期の設定、補助対象外経費の明確化、補助

額の適正化及び透明性の確保を視点とした「坂東市補助金等交付基準」を定める。 

 

【補助金等交付基準】 

１ 事業の効果 

（１）補助金等の交付が客観的にみて公益上必要であること。 

（２）補助金等の交付に対して費用対効果が認められること。 

（３）事業活動の目的、視点及び内容等が社会経済状況に合致していること。 

（４）行政と市民の役割分担の中で、真に補助すべき事業及び活動であること。 

（５）受益者が特定の者に偏っていないこと。 

２ 団体等の適格性 

（１）個別の補助金等について市の交付要綱等の基準があり、支出の根拠が明確で法令

等に抵触していないこと。 

（２）団体等の会計処理及び使途が適切であること。特に、団体等の当該事業決算にお

ける繰越金が、補助金等の額を超えていないこと。 

（３）団体等の事業活動の内容が団体の目的と合致していること。 

（４）受益者負担の水準が適切であり、自主財源の確保に努めていること。 

（５）市担当者が団体等の事務局を兼務していないこと。 

３ 終期の設定 

補助金等の交付にあたっては、補助事業の目的達成に向けた努力の促進と補助事業の

効果や必要性の見直しのための区切りとするため、補助期間を定め、補助金の実効性を

確保する。 

（１）国や県の制度による補助は、その制度の終了と合わせて、市の補助を終了させる。 

（２）市単独事業の補助金等については、同一団体等への交付はすべて 3 年以内の終期

を設定し、更新が必要な場合には必ず見直しを行うものとする。 
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４ 補助対象外経費の明確化 

補助対象経費を団体等の「活動事業費」に限定し、次の経費のうち社会通念上自己負

担又は会費で賄うべきものは対象外とする。 

（１）会議費や事務費、施設管理等の本来団体等が自己財源で賄う経費 

（２）宿泊を伴う視察や慰労的な研修の経費 

（３）交際費、慶弔費、飲食費、親睦会費等団体運営に係る経費 

（４）他の団体等へ行う迂回助成部分 

５ 補助額の適正化 

（１）国庫補助や県補助を伴う事業に係る市の補助は、合理的理由がない限り上乗せ補

助は行わない。 

（２）団体等の決算において繰越金の額が補助額を超えている場合には、補助額を調整

する。 

（３）個人を対象とする補助金については、市税等の納付状況や所得要件等による交付

の制限を必要に応じ設定する。 

（４）利子補給に係る補助金については、金利情勢に応じた補助率とする。 

（５）2 分の 1 を超える高率補助は、補助率の引下げを行う。この場合、補助金額が 2

分の 1 を超えているものについては 3 年間で暫時減額するものとし、3 年後に 2 分

の 1 以内とする。 

６ 透明性の確保 

補助事業実施後においては、補助金支出の透明性を確保するため、次のとおり取り扱

う。 

 （１）補助事業者は、当該補助事業にかかる領収書の写しを補助金所管課に提出する。 

 （２）補助事業者は、必要に応じ補助事業実績にかかる市からのヒアリング要請を受け

なければならない。 

 （３）補助金所管課は、全ての補助事業にかかる補助金等交付規則に規定する実績報告

書を市ホームページにおいて公表する。 
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坂東市補助金等検討委員会審査基準 

 

市民に開かれた補助金制度とするため、補助金等検討委員会において補助事業の

審査、評価を実施するにあたって｢坂東市補助金等交付基準｣を踏まえ、次のとおり

「坂東市補助金等検討委員会審査基準」を定める。 

 

【補助金等検討委員会審査基準】 

 

補助金等検討委員会において審査を行うにあたっては、概要調書等の提出書類、

所管課のヒアリングを通して、次の基準に基づき「坂東市補助金等検討委員会チェ

ックシート」により評価を行う。ただし、領収書添付が無い等、会計の透明性確保

に問題を残す事業や概要調書、所管課ヒアリング等にて補助効果を明快に説明でき

ていない事業等については、「使途や効果が不明瞭な事業に対し、公金の支払義務は

無い」という前提から審査対象外とする。なお、客観的な判断が可能と思われる審

査項目については、事務局において評価を行う。 

 

１ 事業効果の視点 

（１）事業の有効性 

市民の福祉向上と利益の増進に効果がある。 

（２）事業の効率性 

費用対効果は適切である。 

（３）事業の適時性・緊急性 

    交付開始時の補助目的が現時点でも有効である。 

 （４）事業の必要性 

    市の施策と合致しており、市との役割分担が明確である。 

２ 公平性の視点 

（１）住民間の公平性 

   多くの市民に便益が還元されている。 

（２）受益者負担の公平性 

   受益者負担の水準は適切である。 

３ 団体等の適格性の視点 

（１）団体目的との合致性 

   事業活動内容が団体の目的と合致している。 

（２）団体の自立性 

   団体等がすべき事務は、団体自身で行っている。 

（３）会計の適切性 

   補助金等の使途が明確に確認できる。 

（４）使途の適用性 

補助金等の使途は適切である。 

４ その他 

（１）支出根拠の適合性 

   補助金等の支出根拠が明確である。 

（２）坂東市の地域性 

市の特色や独自性を生かした事業である。 
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坂東市補助金等検討委員会チェックシート 

 

名称  No.  
補助金額

（円） 
 

総合計 

(A)+(B) 
 

 

委員会評価 評価日： 委員名： 評価点数 

有効性 1 
市民の福祉向上と利益の増進に効果がある。 

（公益性の高い事業である。） 
3 2 1 0

効率性 2 
費用対効果は適切である。 

（補助金の効果が現れている。） 
3 2 1 0

適時性・緊急

性 
3 

交付開始時の補助目的が現時点でも有効である。 

（補助対象事業の内容は、現時点の社会経済情勢に合致してい

る。） 

3 2 1 0

必要性 4 
市の施策と合致しており、市との役割分担が明確である。 

（行政と市民の役割分担の中で、真に補助すべき事業である。） 
3 2 1 0

公平性 5 
多くの市民に便益が還元されている。 

（特定の個人や一部の地域を対象としていない。） 
3 2 1 0

団体目的と

の合致性 
6 

事業活動内容が団体の目的と合致している。 

（事業内容が団体等の目的と合致している。類似団体が無い。） 
3 2 1 0

受益者負担 7 
受益者負担の水準は適切である。 

（自主財源の確保に努めている。） 
3 2 1 0

坂東市の地

域性 
8 

市の特色や独自性を生かした事業である。 

（坂東市らしさがある。） 
3 2 1 0

委員会評価項目  計 (A)  

 

事務局評価 評価日： 担当名： 評価点数 

支出根拠の

適合性 
9 

補助金等の支出根拠が明確である。 

（交付要綱等が整備されている。） 
3 2 1 0

会計の適切

性 
10 

補助金等の使途が明確に確認できる。 

（実績報告書の記載、団体の会計処理は適切である。） 
3 2 1 0

使途の適用

性 
11 

補助金等の使途は適切である。 

（繰越金等が補助金額を上回っていない。迂回助成を行ってい

ない。補助対象外とすべき経費は含まれていない。） 

3 2 1 0

団体の自立

性 
12 

団体等がすべき事務は、団体自身で行っている。 

（市職員が事務処理をしていない。） 
3 2 1 0

事務局評価項目  計 (B)  

 

（評価点数説明）0：あてはまらない        1：どちらかというとあてはまらない 

2：どちらかというとあてはまる  3：あてはまる 

 

特記事項  
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坂東市補助金等検討委員会　評価点数一覧表（評価点数及びランク順） 単位：円

1 総務課 地区公民館建設補助金 177 Ａ 12,035,000 7

2 農村整備課 小谷沼土地改良区湛水防除施設修理費補助金 176 Ａ 234,000 新規-2

3 企画調整課 上水道事業会計補助金 175 Ａ 61,767,000 67

4 生涯スポーツ課 小中学校スポーツ振興補助金 172 Ａ 1,180,918 216

5 商工観光課 中小企業高度化資金利子補給金 167 Ａ 2,568,955 140

5 介護福祉課 高齢者労働能力活用事業補助金 167 Ａ 14,360,000 44

7 男女共同参画課 坂東市女性フォーラム補助金 164 Ａ 100,000 6

8 商工観光課 商店街整備街路灯設置事業補助金 163 Ａ 200,000 131

9 男女共同参画課 ばんどう市女性団体協議会補助金 158 Ａ 65,000 16

10 商工観光課 住宅リフォーム資金助成金 157 Ａ 9,466,000 142

11 商工観光課 商店街振興組合共同施設維持管理費補助金 156 Ａ 1,860,000 138

11 生涯学習課 成人フェスティバル補助金 156 Ａ 500,000 186

13 企画調整課 乗合バス運行補助金 155 Ａ 9,800,000 9

13 介護福祉課 高齢者歩行補助車購入補助金 155 Ａ 303,535 39

15 商工観光課 商業活性化イベント事業補助金 151 Ｂ 3,600,000 141

16 子育て支援課 すずのき保育園運営管理費補助金 149 Ｂ 420,000 50

17 子育て支援課 あかつき保育園運営管理費補助金 148 Ｂ 630,000 52

18 子育て支援課 若草明徳保育園運営管理費補助金 147 Ｂ 840,000 55

19 子育て支援課 岩井保育園運営管理費補助金 146 Ｂ 840,000 53

19 子育て支援課 小山保育園運営管理費補助金 146 Ｂ 840,000 54

21 子育て支援課 さしま保育園運営管理費補助金 145 Ｂ 420,000 51

22 介護福祉課 友愛訪問補助金 142 Ｂ 560,000 40

23 農政課 学童農園設置事業補助金 141 Ｂ 480,000 82

23 農村整備課 菅谷西部土地改良施設補修費補助金 141 Ｂ 300,000 新規-1

23 生涯学習課 市高校生会「むぎの会」補助金 141 Ｂ 100,000 193

23
生涯学習課（岩
井公民館）

公民館まつり補助金 141 Ｂ 250,000 200

27 生活環境課 犬猫の避妊去勢手術補助金 140 Ｂ 499,500 65

27 農政課 家畜防疫対策補助金 140 Ｂ 1,677,880 111

27 生涯学習課 家庭教育学級補助金 140 Ｂ 1,080,000 191

30 商工観光課 商工会経営改善普及事業補助金 139 Ｂ 16,800,000 143

順位 所管課名
平成18年度

補助金等決算額
ランク

評価点数
(満点：216点）

補助金等の名称
補助金等
No.

　1　/　6
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順位 所管課名
平成18年度

補助金等決算額
ランク

評価点数
(満点：216点）

補助金等の名称
補助金等
No.

31 社会福祉課 身体障害者手帳交付用診断書代補助金 138 Ｂ 532,200 24

31 市民音楽ホール 文化振興事業団補助金 138 Ｂ 14,000,000 212

31 指導室 心の教室相談事業助成金 138 Ｂ 300,000 176

34 生涯学習課 ボーイスカウト補助金 137 Ｂ 150,000 194

34 生涯学習課 ガールスカウト補助金 137 Ｂ 150,000 195

34
生涯学習課（岩
井公民館）

分館活動推進協議会補助金 137 Ｂ 1,710,000 207

37 商工観光課 神田囃子山車製作費補助金 135 Ｂ 6,000,000 152

37 農政課 水稲病害虫防除事業補助金 135 Ｂ 3,597,147 94

37 生涯スポーツ課 地区運動会補助金 135 Ｂ 760,000 223

40 商工観光課 猿島菊花展補助金 134 Ｂ 121,000 148

41 商工観光課 岩井商店会連合会事業補助金 133 Ｂ 475,000 149

42 生涯学習課 文化財補助金 132 Ｂ 202,000 203

43 生涯スポーツ課 地区スポーツクラブ補助金 131 Ｂ 760,000 224

43 社会福祉課 知的障害者授産施設通所事業補助金 131 Ｂ 510,000 25

43 生活環境課 生ごみ処理機等購入補助金 131 Ｂ 623,000 71

43 商工観光課 市中小企業労働者共済会住宅資金利子補給金 131 Ｂ 60,000 74

47 社会福祉課 市社会福祉協議会補助金 130 Ｂ 86,301,000 36

47 生涯学習課 子ども会育成連合会補助金 130 Ｂ 1,144,200 199

47 学校教育課 通園・通学バス運営委員会補助金 130 Ｂ 1,698,000 162

47 生涯スポーツ課 いわい将門ハーフマラソン大会補助金 130 Ｂ 9,000,000 227

51 生涯学習課 坂東こども劇場運営補助金 129 Ｂ 50,000 183

51 介護福祉課 高齢者と児童等との世代間交流事業補助金 129 Ｂ 475,000 46

51 生涯学習課 七五三祝鑑賞会補助金 129 Ｂ 980,000 190

54 生涯学習課 郷土史研究会補助金 128 Ｂ 50,000 201

54 市民音楽ホール ホールヒューマンズバンク補助金 128 Ｂ 200,000 211

54 生涯学習課 わんぱく探検隊補助金 128 Ｂ 400,000 196

57 総務課 姉妹都市委員会補助金 127 Ｂ 592,835 5

58 生活環境課 美しい坂東をつくる市民の会補助金 125 Ｂ 146,236 68

59 社会福祉課 市心身障害児父母の会補助金 124 Ｂ 107,000 31

59 交通防災課 交通安全推進協議会補助金 124 Ｂ 1,000,000 18

61 商工観光課 市観光協会補助金 122 Ｂ 18,029,000 153
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順位 所管課名
平成18年度

補助金等決算額
ランク

評価点数
(満点：216点）

補助金等の名称
補助金等
No.

62 生涯学習課 市内小中学校ＰＴＡ連絡協議会補助金 121 Ｂ 878,100 188

62 学校教育課 子どもを守る母の会補助金 121 Ｂ 161,000 161

64 商工観光課 市くらしの会補助金 120 Ｂ 400,000 155

64 指導室 理科実験費補助金 120 Ｂ 1,712,000 169

66 農政課 集落転作推進補助金 119 Ｂ 1,508,388 98

66 商工観光課 商工会地下鉄８号線誘致活動補助金 119 Ｂ 2,000,000 139

66 交通防災課 交通安全指導員連絡協議会補助金 119 Ｂ 801,000 17

66 社会福祉課 市民生委員協議会活動補助金 119 Ｂ 4,860,000 23

66 農政課 市農業振興育成事業補助金 119 Ｂ 760,000 85

66 商工観光課 消費生活展実行委員会補助金 119 Ｂ 230,000 154

72 商工観光課 商工会専門部活動補助金 118 Ｂ 240,000 132

73 社会福祉課 市視覚障害者福祉協会補助金 117 Ｂ 100,000 30

73 子育て支援課 市母子寡婦福祉会補助金 117 Ｂ 174,700 47

73 秘書広聴課 市結婚相談員連絡協議会補助金 117 Ｂ 666,633 22

76 生活環境課 ごみ減量イベント実行委員会補助金 116 Ｂ 750,000 70

76 農政課 茶生産連支部補助金 116 Ｂ 60,000 88

76 商工観光課 企業誘致促進協議会補助金 116 Ｂ 51,556 146

76 学校教育課 教育振興大会補助金 116 Ｂ 950,000 160

80 農政課 水田農業構造改革対策個人達成補助金 115 Ｂ 20,898,720 100

80 坂東消防署 消防団員共済会補助金 115 Ｂ 669,000 158

80 指導室 中学生社会体験活動補助金 115 Ｂ 484,000 172

80 生涯スポーツ課 スポーツ少年団育成補助金 115 Ｂ 854,000 222

84 指導室 生徒指導推進補助金 114 Ｂ 1,130,000 168

84 指導室 総合的な学習活動費補助金 114 Ｂ 2,639,000 175

84 生涯スポーツ課 小中学校体育連盟補助金 114 Ｂ 5,780,000 217

84
農業委員会事務
局

地域農業担い手育成事業助成金 114 Ｂ 207,200 75

88 社会福祉課 市身体障害者福祉協議会補助金 113 Ｂ 524,000 33

88 農政課 地域農業戦略会議補助金 113 Ｂ 1,400,000 108

88 坂東消防署 水火災出動特別交付金 113 Ｂ 3,915,000 交付金5

88 商工観光課 さしま夏まつり補助金 113 Ｂ 1,700,000 151

88 図書館（岩井） 読書団体連合会補助金 113 Ｂ 50,000 208
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順位 所管課名
平成18年度

補助金等決算額
ランク

評価点数
(満点：216点）

補助金等の名称
補助金等
No.

93 交通防災課 交通安全母の会補助金 112 Ｂ 2,070,000 20

94 総務課 坂東検察審査協会補助金 111 Ｂ 39,000 1

94 保健センター 食生活改善推進協議会補助金 111 Ｂ 351,000 64

94 農政課 市４Ｈクラブ育成補助金 111 Ｂ 472,000 127

94 商工観光課 さくらまつり補助金 111 Ｂ 850,000 150

94 生涯学習課 青少年相談員連絡協議会補助金 111 Ｂ 700,000 198

94 指導室 課外活動補助金 111 Ｂ 1,175,000 215

94 生涯スポーツ課 体育協会補助金 111 Ｂ 4,081,000 226

101 商工観光課 商工会青年部活動補助金 110 Ｂ 300,000 133

102 指導室 障害児就学指導委員会補助金 109 Ｂ 200,000 177

102 生涯学習課 文化財保護審議会委員研修補助金 109 Ｂ 70,000 202

102 図書館（猿島） 読書活動推進助成金 109 Ｂ 81,000 210

105 学校教育課 市学校保健会補助金 108 Ｂ 392,000 213

106 商工観光課 商業まちづくり委員会補助金 107 Ｃ 150,000 130

106 農政課 行政区転作推進事業補助金 107 Ｃ 5,095,100 97

108 指導室 福祉教育推進費補助金 106 Ｃ 510,000 173

108 農政課 菅生沼環境整備協議会補助金 106 Ｃ 495,000 84

108 農村整備課
岩井地区土地改良事業団体事務運営協議会補
助金

106 Ｃ 900,000 117

108 生涯スポーツ課 猿島地域体育祭補助金 106 Ｃ 3,500,000 225

112 企画調整課 まちづくり補助金 105 Ｃ 50,000 8

113 農村整備課 霞ケ浦用水建設推進協議会支部補助金 104 Ｃ 217,000 123

114 商工観光課 珠算検定試験補助金 103 Ｃ 90,000 129

115 指導室 ふるさと発見事業費補助金 102 Ｃ 650,000 174

115 学校教育課 青少年赤十字活動補助金（小学校） 102 Ｃ 39,000 178

115 学校教育課 青少年赤十字活動補助金（中学校） 102 Ｃ 12,000 179

115 生涯学習課 幼稚園ＰＴＡ連絡協議会補助金 102 Ｃ 50,000 181

119 指導室 市教育研究会補助金 101 Ｃ 3,976,000 170

120 図書館（岩井） ＰＴＡ文庫補助金 100 Ｃ 270,000 209

120 総務課 区長会運営費補助金 100 Ｃ 1,489,699 3

120 生涯学習課 青少年育成坂東市民会議補助金 100 Ｃ 960,000 新規-3

123 商工観光課 商工会女性部活動補助金 99 Ｃ 350,000 134
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ランク
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(満点：216点）
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補助金等
No.

123 生活環境課 環境問題研究会補助金 99 Ｃ 417,390 69

125 学校教育課 園長会等補助金 97 Ｃ 648,000 180

126 社会福祉課 市更生保護女性会補助金 96 Ｃ 50,000 28

126 農政課 ふれあい交流事業補助金 96 Ｃ 1,241,756 86

126 商工観光課 小規模事業対策補助金 96 Ｃ 570,000 135

126 生涯スポーツ課 少年野球教室開催補助金 96 Ｃ 700,000 221

130 坂東消防署 春季点検式交付金 95 Ｃ 500,000 交付金7

130 企画調整課 市統計調査員協議会補助金 95 Ｃ 420,000 15

132 生涯学習課 生活学校運営補助金 92 Ｃ 50,000 182

132 社会福祉課 市人権擁護委員会補助金 92 Ｃ 69,000 21

132 坂東消防署 分団維持交付金 92 Ｃ 1,538,000 交付金4

135 社会福祉課 市保護司会補助金 91 Ｃ 55,000 29

136 農政課 認定農業者協議会助成金 90 Ｃ 700,000 104

137 生涯スポーツ課 全国体育指導委員研究協議会参加補助金 89 Ｃ 250,000 220

138 農政課 猟友会運営補助金 88 Ｃ 301,000 78

138 商工観光課 たばこ販売促進対策事業補助金 88 Ｃ 810,000 136

138 坂東消防署 警戒手当交付金 88 Ｃ 1,075,000 交付金6

141 農政課 花卉組合補助金 86 Ｄ 41,000 87

141 農政課 酪農研究会補助金 86 Ｄ 41,000 109

141 坂東消防署 消防ポンプ操法大会補助金 86 Ｄ 2,622,000 159

144 農政課 農産まつり事業補助金 85 Ｄ 316,000 79

144 生涯学習課 市若人の集い実行委員会補助金 85 Ｄ 1,500,000 192

144 課税課 市青色申告会補助金 85 Ｄ 165,000 13

144 坂東消防署 分団連絡会議助成金 85 Ｄ 230,000 156

144
学校給食セン
ター

給食センター運営委員会補助金 85 Ｄ 78,000 214

149 課税課 岩井農業青色申告会補助金 84 Ｄ 100,000 12

149 指導室 学力向上対策補助金 84 Ｄ 50,000 163

149 課税課 （社）古河法人会坂東地区会補助金 84 Ｄ 215,000 14

149 指導室 管理職研修会補助金 84 Ｄ 70,000 164

153 農村整備課 県営畑地帯総合整備事業促進協議会補助金 83 Ｄ 589,500 118

153 坂東消防署 消防団運営交付金 83 Ｄ 1,800,000 交付金8
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155 生涯学習課 文化協会補助金 80 Ｄ 900,000 189

156 商工観光課 工業振興対策事業補助金 79 Ｄ 950,000 137

156 坂東消防署 消防団幹部研修補助金 79 Ｄ 480,000 157

158 総務課 行政区運営補助金 73 Ｄ 4,932,000 4

158 社会福祉課 市傷痍軍人会補助金 73 Ｄ 257,000 32

160 生涯学習課 婦人学級連絡協議会補助金 72 Ｄ 161,500 185

161 課税課 古河間税会岩井地区補助金 71 Ｄ 50,000 11

162 生涯学習課 地域女性団体連絡会補助金 70 Ｄ 96,900 184

162 指導室 各種研究会資料作成補助金 70 Ｄ 510,000 167

164 農政課 アグリ協議会補助金 68 Ｄ 122,000 77

165 指導室 開かれた学校づくり推進事業補助金 66 Ｄ 225,000 165

165 下水道課 維持管理組合補助金（大口地区） 66 Ｄ 181,000 農業4

165 下水道課 維持管理組合補助金（長須地区） 66 Ｄ 293,000 農業5

168 坂東消防署 団本部維持交付金 65 Ｄ 80,000 交付金3

169 下水道課 推進協力委員会運営補助金（猿島東部） 59 Ｄ 196,000 農業3

169 指導室 コンピュータ研究会補助金 59 Ｄ 250,000 166

171 社会福祉課 市遺族会補助金 58 Ｄ 2,165,000 35

172 下水道課 維持管理組合補助金（猿島中部） 53 Ｄ 176,000 農業8

173 下水道課 維持管理組合補助金（猿島西部） 52 Ｄ 174,000 農業6

173 下水道課 維持管理組合補助金（猿島北部） 52 Ｄ 200,000 農業7

ランク 件数
平成18年度

補助金等決算額

Ａランク 14 114,440,408

Ｂランク 91 246,796,295

Ｃランク 35 28,198,945

Ｄランク 34 20,216,900

計 174 409,652,548

※ランク別内訳

　6　/　6


